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【都市整備部】
	（前略）燻蒸上屋は特別会計に属するものであり、特別会計は原則としてその収入でもって費用を賄うべきものである。この特別会計の趣旨に鑑みれば、大阪府において、燻蒸上屋の使用料について、原価との乖離を縮小する努力が求められる。【意見】

大阪府は、更地利用の場合の料金設定とは異なり、相応の料金設定を検討してもよいのではないかと考えられる。【意見】

　同上【意見】

（前略）青果事業関連施設使用料については、相応の料金設定を検討してもよいのではないかと考えられる。【意見】


	堺泉北埠頭株式会社については、府市統合本部会議（平成24年６月19日開催）及び大阪府戦略本部会議（平成24年６月29日開催）において、阪神国際港湾株式会社との経営統合を目指し、まずは堺泉北埠頭株式会社の港湾運営会社指定に取り組む旨の基本的方向性が示された。

このため、同株式会社の港湾運営会社指定に取り組み、平成27年12月21日に指定したところ。

今後は、同株式会社による埠頭運営の収支も踏まえつつ、近隣港の同様施設の料金動向も勘案しながら、相応な価格設定等について検討を行っていく。
	経過報告
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